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先端科学技術で
リデザインする
人口減少社会

奈良先端科学技術大学院大学
ミレニアムホール
奈良先端科学技術大学院大学
ミレニアムホール 〒630-0192

奈良県生駒市高山町8916-5

会場までのアクセス

※車利用の場合 駐車場には限り有り（有料300円/1日）
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場
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―あなたとNAIST J-PEAKSの共創で拓く未来―

情報交換会・連携相談会
17：00～19：00（途中退席可）   参加費2,000円

令和７年10月23日（木）
14：00～16：45（受付開始13：00）  学研北生駒駅  13:20発/13:35発

往路のみ 学研北生駒駅 ⇒ 本学 への無料シャトルバスを運行

定　　員
開催形式：対面形式（日→英同時通訳あり）

先着300名
申込締切

令和7年9月30日（火）
参加申込フォーム
参加ご希望の方は右のQRコードより
お申し込みください

お問合せ│企画総務課総務係　0743-72-5024
E-mail： naist-jpks-admin@ml.naist.ac.jp

奈良先端大 創立記念日事業
NAIST × J-PEAKS キックオフシンポジウム

 人法団財益公 ： 援後 関西文化学術研究都市推進機構 人法団財益公 ： 援後 関西文化学術研究都市推進機構



14：00 開会挨拶
 ▶塩﨑 一裕 奈良先端科学技術大学院大学 学長

14：10 来賓挨拶
 ▶文部科学省 J-PEAKS事業関係者 様 （調整中）

14：20 基調講演
 ▶河合 雅司 氏 一般社団法人人口減少対策総合研究所 理事長、作家・ジャーナリスト
 テーマ：人口減少社会と大学の役割

14：40 本事業における本学の取組紹介－戦略①－
 ▶真木 壽治 奈良先端科学技術大学院大学 国際連携・人材開発推進機構 特任教授

14：55 本事業における本学の取組紹介－戦略②－
 ▶藤井 幹也 奈良先端科学技術大学院大学 データ駆動型サイエンス創造センター 副センター長

15：10 ●   ●  ●  ●  ●　休　憩　●  ●  ●  ●   ●

15：25 パネルディスカッション
 テーマ：グローバル人材×研究自動化・自律化×データ共有による価値創造
  ― NAIST J-PEAKSが共創する未来とは ―
 司会（モデレータ）
 ▶藤沢 久美 氏 株式会社国際社会経済研究所 理事長
 パネリスト
　 ▶河合 雅司 氏 一般社団法人人口減少対策総合研究所 理事長、作家・ジャーナリスト
 ▶永井 智樹 氏 JSR株式会社 マテリアルズ･インフォマティクス推進室 室長
 ▶SAKTI SAKRIANI 奈良先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科 情報科学領域 ヒューマンAIインタラクション研究室 教授
 ▶新城 雅子 奈良先端科学技術大学院大学 教育推進機構 キャリア支援部門 客員教授

 ▶船津 公人 奈良先端科学技術大学院大学 データ駆動型サイエンス創造センター センター長

 パネルディスカッション総括 ： 　
 ▶塩﨑 一裕 学長 × 藤沢 久美 氏 の対談

16：25 総評　
 ▶濵口 道成 氏 国立研究開発法人日本医療研究開発機構 先進的研究開発戦略センター（SCARDA） センター長 /
   J-PEAKS伴走チーム首席サポーター 

16：35 閉会挨拶
 ▶太田 淳 奈良先端科学技術大学院大学 理事・副学長

プ ロ グ ラ ム

先端科学技術でリデザインする人口減少社会
― あなたと NAIST J-PEAKS の共創で拓く未来 ―

奈良先端大 創立記念日事業 NAIST × J-PEAKS キックオフシンポジウム

本学は、令和６年度 地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）に採択され、生産年齢人口が
急激に減少する我が国において、研究開発力を維持・強化するための取り組みを開始します。本事業の構想や
リソースを関係者や地域の皆様と共有し、課題解決に向けたアプローチを共創する場として、キックオフ
シンポジウムを開催いたします。


